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は
じ
め
に 

 

　
非
正
規
労
働
者
の
増
加
が
大
き
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
の
就
業
構

造
基
本
調
査
に
よ
る
と
、
就
業
者
の
う
ち
正

規
労
働
者
の
割
合
は
九
二
年
の
七
八
・
三
％

か
ら
二
〇
〇
二
年
に
は
六
八
％
と
、
こ
の
一

〇
年
間
に
約
一
〇
％
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ

に
代
わ
っ
て
増
加
し
て
い
る
の
が
非
正
規
労

働
者
で
あ
る
。
な
か
で
も
増
加
が
著
し
い
の

が
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
、
男
女
別
に

み
る
と
、
二
〇
〇
二
年
で
は
女
性
の
就
業
者

の
半
数
以
上
が
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
中

心
と
し
た
非
正
規
労
働
者
に
な
っ
て
い
る
。 

　
筆
者
は
二
〇
〇
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ア
ッ

プ
ジ
ョ
ン
雇
用
研
究
所
の
ス
ー
ザ
ン
・
ハ
ウ

ス
マ
ン
研
究
員
と
共
に
非
典
型
労
働
の
先
進

国
比
較
を
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
研
究
成

果
が
『
働
き
方
の
未
来
―
―
非
典
型
労
働
の

日
米
欧
比
較
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。 

　
本
稿
で
は
、
そ
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
て
、

な
ぜ
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
労
働
者
が
各
国

で
急
速
に
増
え
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
先
進

国
共
通
の
現
象
な
の
か
。
そ
う
い
っ
た
増
加

に
各
国
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
、
日
本
の
パ
ー
ト
労

働
者
の
特
徴
と
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
考
察

し
て
み
た
い
。 

   

１
． 

非
典
型
労
働
者
の
国
際
比
較 

 

　
図
表
１
は
、
就
業
者
に
占
め
る
自
営
業
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
臨
時
労
働
者
の
割
合
を
先

進
一
〇
カ
国
で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
非
典
型
労
働
と
い
う
言
葉
は
そ
れ
ほ
ど
馴

染
み
の
な
い
言
葉
だ
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

正
規
の
雇
用
契
約
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く

特 集 
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労
働
形
態
以
外
の
す
べ
て
の
労
働
形
態
を
総

称
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
い
ま
常
用
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
労
働
者
を

典
型
労
働
者
、
自
営
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
臨

時
労
働
者
（
派
遣
を
含
む
）
を
非
典
型
労
働

者
と
し
て
、
そ
の
比
率
を
一
九
八
八
年
と
九

八
年
で
比
較
し
て
み
る
と
、
典
型
労
働
が
増

加
し
て
い
る
の
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
イ
タ
リ

ア
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
表
２
）。 

　
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
で
典
型
労
働
が
増
加

し
て
い
る
の
は
、
農
林
部
門
と
非
農
林
部
門

の
両
部
門
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
自
営
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
経
済
の

構
造
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
臨
時

労
働
や
パ
ー
ト
は
若
干
な
が
ら
増
加
し
て
お

り
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
非
典
型
労
働
が

増
加
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
デ
ン
マ

ー
ク
を
除
い
て
先
進
九
カ
国
は
す
べ
て
非
典

型
労
働
の
就
業
形
態
の
増
加
を
経
験
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。 

　
ち
な
み
に
、
図
表
１
で
自
営
を
非
典
型
労

働
に
加
え
た
の
は
、
臨
時
労
働
や
パ
ー
ト
に

加
え
て
、
第
三
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
し
て
、
契
約
労
働

者
や
個
人
事
業
主
、
フ
リ

ー
ラ
ン
サ
ー
と
い
っ
た
独

立
自
営
の
労
働
者
（
み
せ

か
け
の
自
営
業
者
で
実
態

と
し
て
は
雇
用
労
働
者
で

あ
る
も
の
）
が
増
え
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。 

　
非
典
型
労
働
の
中
を
さ

ら
に
臨
時
、
パ
ー
ト
、
自

営
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
分
け
て
み
る
と
、
そ
の

構
成
比
に
は
各
国
で
違
い

が
あ
る
も
の
の
、
共
通
し

て
増
え
て
い
る
の
は
雇
用

契
約
に
定
め
の
あ
る
有
期

雇
用
契
約
者
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、

こ
の
臨
時
雇
用
の
な
か
に

は
派
遣
労
働
が
含
ま
れ
て

い
る
。 

　
つ
ぎ
に
、
パ
ー
ト
労
働

者
に
つ
い
て
み
る
と
、
大

抵
の
国
で
増
加
傾
向
が
み

ら
れ
る
が
、
い
く
つ
か
減

少
し
て
い
る
国
も
あ
る
。

そ
れ
ら
の
国
は
、
ア
メ
リ
カ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
あ
る（
図
表
１
）。
こ
れ
は

お
も
に
、
パ
ー
ト
よ
り
も
フ
ル
タ
イ
ム
就
労

を
選
択
す
る
既
婚
女
性
の
増
加
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
（
ハ
ウ
ス
マ
ン
＝
大
沢
、

二
〇
〇
三
、
ホ
フ
マ
ン
＝
ウ
ォ
ル
ウ
ェ
ー
、

二
〇
〇
三
）
。 

　
ま
た
、
パ
ー
ト
労
働
者
の
構
成
比
を
比
較

す
る
と
、
パ
ー
ト
が
も
っ
と
も
多
い
の
は
オ

ラ
ン
ダ
で
、
突
出
し
て
パ
ー
ト
比
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
九
八
年
で
は
就
業
者
の
四
割

は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
オ
ラ

ン
ダ
の
奇
跡
」
と
よ
ば
れ
る
労
働
市
場
の
改

革
の
結
果
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
は
、
政
府
と

労
働
組
合
と
経
営
者
の
三
者
間
の
合
意
に
よ

り
、
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、

賃
金
の
抑
制
や
公
共
部
門
の
縮
小
と
と
も
に
、

フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
賃
金
の
均

等
原
則
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働

市
場
に
柔
軟
性
と
雇
用
（
パ
ー
ト
ジ
ョ
ブ
）

の
創
出
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
（
権
丈
＝

グ
ス
タ
フ
ソ
ン
＝
ウ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
ス
、
二
〇

〇
三
）。 

　
こ
う
い
っ
た
国
際
的
な
流
れ
の
な
か
で
、

日
本
の
パ
ー
ト
労
働
者
を
み
る
と
、
諸
外
国

に
比
べ
て
就
業
者
に
占
め
る
パ
ー
ト
労
働
者

の
構
成
比
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の

増
加
が
急
速
で
あ
る
こ
と
が
、
日
本
の
特
徴

に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
比
較

に
は
一
九
九
七
年
の
調
査
結
果
が
使
わ
れ
て

い
る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
九
七

年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
、
一
〇
％
ポ

イ
ン
ト
も
パ
ー
ト
労
働
者
の
比
率
が
増
加
し

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
の
増
加
が
続
け
ば
、
日

本
が
パ
ー
ト
労
働
者
比
率
の
高
い
国
の
仲
間

入
り
を
す
る
の
は
、
時
間
の
問
題
か
も
し
れ

な
い
。 

 

　 
 

２
．パ
ー
ト
労
働
者
の
定
義
の
違
い 

 

　
非
典
型
労
働
者
の
国
際
比
較
に
も
っ
と
も

注
意
が
必
要
な
の
は
、
そ
の
定
義
に
つ
い
て

で
あ
ろ
う
。
労
働
市
場
の
発
展
の
違
い
や
政

治
風
土
の
違
い
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
関
連
し

た
労
使
関
係
の
し
く
み
の
違
い
な
ど
が
、
そ

の
定
義
に
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
労
働
契
約
は
大
き
く

分
け
て
、
期
間
と
時
間
の
二
つ
の
側
面
か
ら

規
定
さ
れ
て
い
る
。
①
期
間
の
定
め
の
な
い

契
約
（
常
用
雇
用
）
な
の
か
、
期
間
の
定
め

が
あ
る
の
か
（
有
期
雇
用
）
②
フ
ル
タ
イ
ム

な
の
か
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
な
の
か
―
―
。

そ
し
て
、
派
遣
は
多
く
の
場
合
、
有
期
雇
用

（
あ
る
い
は
臨
時
雇
用
）
の
な
か
に
含
ま
れ 

図表１．1990年代における日本、アメリカ、およびヨーロッパ諸国の非典型労働の動向 
 

図表2．各国の典型労働者および非典型労働者比率、 
　　　非典型労働者に占めるパート比率 

日本d 

アメリカe 

デンマーク 
ドイツ 
フランス 
イタリア 
オランダ 
スペイン 
スウェーデン 
イギリス 
 

60,502 
117,342 
2,683 
26,999 
21,503 
21,085 
5,903 
11,709 
4,375 
25,660 

 

1988 1998

就業者全体  
（単位＝千人） 

自営業a（％） 

典型労働者比率 

（単位＝％） 

非典型労働者に占めるパート比率 非典型労働者比率 

パートタイムb 

（％） 
臨時雇用c 

（％） 農林業  非農林業  
1988 1998 1988 1998 1988 1998 1988 1998

67,003 
133,488 
2,679 
35,537 
22,469 
20,357 
7,402 
13,161 
3,946 
26,883 

 

3.5 
1.2 
2.1 
1.3 
3.6 
4.7 
1.6 
6.5 
1.8 
0.8 
 

2.3 
1.0 
1.0 
0.6 
2.0 
1.8 
1.3 
3.6 
1.1 
0.6 
 

11.5 
7.3 
2.5 
3.1 
4.6 
18.9 
4.9 
12.6 
5.4 
7.8 
 

9.5 
6.6 
3.1 
4.3 
4.2 
10.2 
5.5 
11.3 
5.2 
8.4

10.8 
18.7 
23.7 
13.2 
12.0 
5.6 
30.2 
5.4 
27.1 
21.9 
 

15.4 
17.4 
22.3 
18.3 
17.3 
7.4 
38.7 
8.1 
26.3 
24.9 
 

9.1 
n.a 
5.6 
5.0 
4.6 
3.3 
7.0 
15.3 
10.6 
5.0 
 

9.7 
3.6 
5.8 
5.6 
10.3 
4.2 
11.1 
24.3 
13.9 
5.8 
 

f

出典：雇用動向調査（日本）、Current Population Survey（アメリカ）、Labour Force Survey（ヨーロッパ諸国） 
注記：a.ヨーロッパ諸国のデータには、従業員を雇っている自営業者は含まれていない。 
　　　b.パートタイム労働の定義は各国において異なっている。アメリカでは通常の週労働時間が35時間未満の者としているが、 
　　　　日本とヨーロッパ諸国においては、本人がパートタイムで働いていると回答した者である。 
　　　c.日本とヨーロッパ諸国では、臨時労働者は基本的に「有期の雇用契約で働く者」と定義される。ただし、日本のデータには 
　　　　日雇い労働者も含まれている。一方、ヨーロッパのデータには見習いは含まれていない。また、アメリカの臨時労働者は 
　　　　一定期間臨時的に必要とされる仕事に就く労働者である。 
　　　d.日本のデータは1987年と1997年。 
　　    e.アメリカのデータは1989年と1999年。 
　　　 f.1979年、82年、89年の数字は、99年のCurrent Population Surveyの調査票の変更に合わせて修正してある。 
　　　　詳しくは、ハウスマン・大沢（2003）を参照のこと。 

日本 
アメリカ 
デンマーク 
ドイツ 
フランス 
イタリア 
オランダ 
スペイン 
スウェーデン 
イギリス 

34.9 
27.2 
33.9 
22.6 
24.8 
32.5 
43.7 
39.8 
44.9 
35.5

1988 1998 1988 1998 1988 1998

36.9 
28.6 
32.2 
28.8 
33.8 
23.6 
56.6 
47.3 
46.5 
39.7

65.1 
72.8 
66.1 
77.4 
75.2 
67.5 
56.3 
60.2 
55.1 
64.5 
 

63.1 
71.4 
67.9 
71.2 
66.2 
76.4 
43.4 
52.7 
53.5 
60.3 
 

40.7(53.8) 
68.7 
70.0 
58.4 
48.4 
17.2 
69.1 
13.6 
58.6 
61.7 
 

51.0(60.4) 
60.8 
69.3 
63.5 
51.2 
31.4 
68.4 
17.1 
56.6 
62.7 
 注）括弧内は雇用就業者に占める割合　資料出所：表１に同じ 
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る
。 

　
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、
臨
時
と
常
用
の
区

別
が
実
際
の
職
場
の
な
か
で
そ
れ
ほ
ど
明
ら

か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
臨
時
労
働
者
（
あ
る

い
は
有
期
雇
用
者
）
の
統
計
は
九
五
年
以
前

に
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
臨

時
労
働
者
は
「
一
定
期
間
必
要
と
さ
れ
る
仕

事
に
臨
時
的
に
つ
く
労
働
者
」
と
な
っ
て
お

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
定
義
と
必
ず
し
も
同
じ

で
は
な
い
。 

　
同
様
に
パ
ー
ト
労
働
者
の
定
義
は
、
日
本

と
他
の
先
進
国
で
違
う
。
そ
れ
は
、
日
本
の

パ
ー
ト
労
働
者
が
か
な
ら
ず
し
も
労
働
時
間

だ
け
で
常
用
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
（
正
社
員
）

と
区
別
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。 

　
欧
米
の
定
義
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
日
本

の
場
合
、
約
三
割
の
パ
ー
ト
労
働
者
は
正
社

員
と
同
じ
労
働
時
間
働
い
て
い
る
し
、
四
〜

五
％
は
正
社
員
と
ま
っ
た
く
同
じ
仕
事
を
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
に
は
パ
ー
ト
労
働

者
の
な
か
に
、
二
割
か
ら
三
割
の
い
わ
ゆ
る

疑
似
パ
ー
ト
労
働
者
が
存
在
す
る
の
で
あ
る

（
厚
生
労
働
省
『
パ
ー
ト
労
働
の
課
題
と
対

応
の
方
向
性
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
研
究
会

最
終
報
告
）』
二
〇
〇
三
年
七
月
）
。 

　
日
本
で
フ
ル
タ
イ
ム
（
正
社
員
）
と
パ
ー

ト
タ
イ
ム
の
賃
金
に
均
等
待
遇
の
原
則
を
当

て
は
め
に
く
い
の
は
、
日
本
で
は
仕
事
に
対

し
て
給
与
が
支
払
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く

て
、
キ
ャ
リ
ア
管
理
の
違
い
に
よ
っ
て
正
社

員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
区
別
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
正
社
員
は
、
雇
用
の
保

障
が
あ
る
労
働
者
で
あ
る
と
同
時
に
会
社
の

命
令
に
対
し
て
従
う
義
務
も
負
う
。
た
と
え

ば
、
残
業
命
令
や
転
勤
、
出
向
と
い
っ
た
会

社
の
命
令
に
従
う
こ
と
が
暗
黙
の
う
ち
に
前

提
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
そ
う
い
っ
た
義

務
が
な
い
の
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
あ
る
。 

　
そ
の
結
果
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
雇
用
の

保
障
の
程
度
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
日
経
連

が
一
九
八
一
年
に
作
成
し
た
「
卸
売
り
・
小

売
業
モ
デ
ル
就
業
規
則
」
に
よ
る
と
、
パ
ー

ト
労
働
者
は
「
一
日
、
一
週
、
ま
た
は
、
一

カ
月
の
労
働
時
間
が
正
社
員
よ
り
も
短
く
、

か
つ
、
期
間
を
定
め
た
労
働
者
で
あ
り
、
契

約
期
間
中
と
い
え
ど
も
、
事
業
の
縮
小
、
設

備
の
変
更
、
そ
の
他
業
務
上
や
む
を
え
な
い

事
由
が
あ
る
と
き
は
、
解
雇
す
る
こ
と
が
で

き
る
労
働
者
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。 

　
す
な
わ
ち
、
パ
ー
ト
労
働
者
は
、
欧
米
の

定
義
に
し
た
が
え
ば
、
有
期
契
約
の
労
働
者

で
あ
り
、
欧
米
で
い
う
と
こ
ろ
の
常
用
の
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
（
あ
る
い
は
、
正
社
員

の
短
時
間
労
働
者
）
は
、
日
本
の
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
な
か
に
は
含
ま
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。 

　
も
し
、
欧
米
の
常
用
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
を
正
社
員
短
時
間
労
働
者
と
み
な
す
と
、

そ
う
い
う
人
は
パ
ー
ト
の
な
か
で
ど
れ
だ
け

の
割
合
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
提
出
さ
れ

た
論
文
の
な
か
で
、
デ
ー
タ
が
利
用
可
能
な

国
に
つ
い
て
の
み
数
字
を
拾
っ
て
み
る
と
図

表
３
の
よ
う
に
な
る
。 

　
ス
ペ
イ
ン
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
国
で

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
七
割
か
ら
九
割
は
常
用
労

働
者
で
あ
る
。
ま
た
、
男
女
別
の
デ
ー
タ
が

あ
る
国
で
比
較
す
る
と
、
女
性
の
ほ
う
が
パ

ー
ト
タ
イ
ム
に
占
め
る
常
用
労
働
者
の
割
合

が
高
い
。
た
と
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
は
約
九
割
の
女
性
パ
ー
ト
労
働
者

が
常
用
パ
ー
ト
（
正
社
員
短
時
間
労
働
者
）

で
あ
る
。 

　
こ
こ
に
欧
米
諸
国
と
は
違
う
、
日
本
の
パ

ー
ト
労
働
者
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
欧
米

の
パ
ー
ト
労
働
者
と
は
、
既
婚
女
性
が
、
子

育
て
の
期
間
中
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
た
め

に
選
択
し
た
労
働
形
態
な
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
一
九
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
研
究

を
み
る
と
、
パ
ー
ト
就
労
を
選
択
す
る
女
性

の
割
合
は
子
供
の
年
齢
が
低
い
ほ
ど
高
い
。

他
方
、
日
本
の
パ
ー
ト
就
労
の
起
源
を
た
ど

っ
て
い
く
と
、
子
育
て
を
終
え
た
既
婚
女
性

が
、
家
庭
生
活
を
優
先
さ
せ
て
働
く
た
め
に
、

製
造
業
の
組
立
て
工
場
な
ど
で
生
み
出
さ
れ

た
働
き
方
な
の
で
あ
る
。 

　
こ
の
違
い
を
み
る
た
め
に
、
出
産
前
後
の

女
性
の
就
業
形
態
を
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
比

較
し
た
の
が
図
表
４
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

一
九
五
九
年
か
ら
五
七
年
生
ま
れ
の
女
性
の

あ
い
だ
で
、
出
産
前
後
で
就
業
形
態
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
み
る
と
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
パ
ー

ト
就
労
の
違
い
が
よ
く
わ
か
る
。 

　
日
本
の
場
合
は
、
出
産
前
も
無
業
の
女
性

が
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
て
多
い
だ
け
で
な
く
、

出
産
後
に
就
業
し
て
い
る
の
は
全
体
の
約
三

割
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ

で
は
出
産
後
で
も
八
割
の
女
性
は
就
業
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
就
業
形
態
の
変
化
を
み
る

と
、
継
続
し
て
働
い
て
い
る
女
性
の
う
ち
一

割
は
フ
ル
タ
イ
ム
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
労

働
時
間
を
切
り
替
え
て
い
る
。
他
方
、
日
本

図表3.就業者に占めるパートおよびパートに占める常用パートの割合 
　　　（1998年） 

図表4.出産前（t時点）と出産後（t+1時点）の雇用形態分布 

就業者に占めるパート労働者の割合 パート労働者に占める常用労働者の割合 

イギリス　　 
旧西ドイツ 
旧東ドイツ 
オランダ 
スウェーデン 
スペイン 
イタリア 
デンマーク 

5.8 
4.6 
3.1 
10 
5 
 
 

男　性 

41.7 
42.6 
19 
63.6 
33.9 
 

女　性 

 
 
 
 
 

4.6 
5.9 
47.9

全　体 男　性 女　性 全　体 

60 
78.3 
71 
90 
76 
 
 
 
 

84 
93.7 
83 
91.2 
88.8 
 
 
 

 
 
 
 
 

34.8 
72.9 
89

資料出所：大沢真知子、スーザン・ハウスマン編著『働き方の未来ー非典型労働の日米欧比較』 
　　　　　日本労働研究機構、2003。 
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の
女
性
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
比
率
は
出

産
後
に
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
、
正
社
員
か

ら
パ
ー
ト
に
移
動
し
た
女
性
は
誰
も
い
な
い

（
大
沢
、
二
〇
〇
三
）。 

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
違
い
は
定
義
の
違
い
に

よ
る
も
の
で
、
日
本
で
も
、
育
児
後
に
短
時

間
就
労
を
選
択
す
る
機
会
は
女
性
正
社
員
に

開
か
れ
て
き
て
い
る
。
数
字
に
は
あ
ら
わ
れ

て
い
な
く
て
も
、
実
態
と
し
て
は
こ
う
い
っ

た
短
時
間
勤
務
に
切
り
替
え
る
労
働
者
が
ふ

え
て
い
る
こ
と
も
事
実
だ
ろ
う
。 

　
し
か
し
、
気
に
な
る
の
は
、
パ
ー
ト
や
ア

ル
バ
イ
ト
の
労
働
者
が
日
本
で
増
え
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
彼
ら
に
は
雇
用
保
障
が
前
提

と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

欧
米
で
は
少
な
く
と
も
、
非
典
型
労
働
者
の

う
ち
で
も
多
く
の
部
分
が
常
用
パ
ー
ト
タ
イ

ム
と
い
う
形
で
雇
用
の
保
障
が
さ
れ
て
い
る

労
働
者
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、

雇
用
の
保
障
が
な
い
労
働
者
が
急
速
に
増
え

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

   

３
． 

日
本
の
パ
ー
ト
労
働
者
は 

　
　 

な
ぜ
急
速
に
ふ
え
て
い
る
の
か 

 

　
な
ぜ
日
本
で
パ
ー
ト
労
働
者
が
急
速
に
増

え
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の

理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
主
な
外
的
要
因
は
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
り
、
内
的
な
要
因

は
人
口
構
造
の
変
化
で
あ
る
。 

　
日
本
の
市
場
が
外
に
も
内
に
も
解
放
さ
れ

る
に
つ
れ
て
、
海
外
の
企
業
と
の
競
争
が
ま

す
ま
す
激
化
し
た
。
日
本
の
企
業
は
国
際
競

争
に
勝
つ
た
め
に
、
コ
ス
ト
（
総
額
人
件
費
）

の
削
減
と
と
も
に
、
経
営
環
境
の
変
化
に
対

し
て
よ
り
柔
軟
な
経
営
を
し
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

　
他
方
、
年
功
賃
金
体
系
の
も
と
で
の
職
場

の
高
齢
化
は
、
人
件
費
の
増
大
を
も
た
ら
し

た
。
正
社
員
に
は
年
功
的
な
賃
金
（
自
動
的

な
定
期
昇
給
）
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
が
、

パ
ー
ト
労
働
者
の
賃
金
体
系
に
は
、
勤
続
に

と
も
な
う
定
期
昇
給
は
組
み
込
ま
れ
て
い
な

い
。
加
え
て
、
正
社
員
に
は
賃
金
以
外
に
も

福
利
厚
生
制
度
な
ど
の
適
用
が
あ
る
。
社
会

保
険
の
負
担
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
正

社
員
に
は
適
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

非
正
社
員
に
は
抜
け
道
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
差
が
人
件
費
削
減
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
労
働
者
を

雇
う
誘
因
に
な
っ
て
い
る
。 

 
事
情
は
他
の
国
で
も
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な

い
。
し
か
し
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ

る
影
響
や
成
長
率
の
鈍
化
に
よ
る
若
年
失
業

者
の
増
大
は
多
く
の
国
で
臨
時
雇
用
の
増
大

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で

は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
増
大
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
点
で
は
違
い
が
あ
る
。
こ
の
違

い
は
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
、
各
国
の
労
使
関

係
の
し
く
み
の
違
い
や
社
会
制
度
の
違
い
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 

 

そ
し
て
、
日
本
の
場
合
、
正
社
員
か
ら
非

正
社
員
へ
の
代
替
は
、
雇
用
の
入
り
口
に
お

い
て
お
き
て
い
る
。
一
九
九
七
年
の
統
計
か

ら
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
比
率
の
高
い
年
齢

層
を
数
字
で
あ
げ
て
み
る
と
、
男
性
の
場
合

は
、
一
六
〜
一
九
歳（
四
六
・
六
％
）、
二
〇

〜
二
四
歳（
二
〇
・
八
％
）、
六
五
歳
以
上（
一

八
・
七
％
）。
女
性
は
、
一
六
〜
一
九
歳（
五

九
・
一
％
）、
四
〇
〜
四
九
歳（
四
六
・
二
％
）、

五
〇
〜
六
四
歳（
四
四
％
）で
あ
る
（
括
弧
内

は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
層
に
占
め
る
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
比
率
）。
こ
こ
か
ら
企
業
の
正

社
員
の
採
用
を
抑
制
す
る
動
き
が
み
て
と
れ

る
。 

  

 

４
．労
働
者
の
意
識
の
変
化 

　
　 

（
ワ
ー
ク
／
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
） 

 

　
非
典
型
労
働
の
増
大
は
、
労
働
者
の
意
識

の
変
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
部
分

も
あ
る
。
家
族
生
活
や
個
人
生
活
と
仕
事
を

調
和
さ
せ
て
よ
り
柔
軟
に
働
き
た
い
と
い
う

要
求
は
、
労
働
者
の
側
か
ら
も
出
て
き
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
労
働
者
の
ニ

ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
、
柔
軟
な
働
き
方
の

オ
プ
シ
ョ
ン
を
労
働
者
に
提
供
す
る
会
社
が

増
え
て
き
て
い
る
。 
 

こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
事
例
で
あ
る
が
、
な

ぜ
パ
ー
ト
労
働
者
を
雇
う
の
か
と
い
う
企
業

へ
の
質
問
に
対
し
て
、
も
っ
と
も
多
か
っ
た

回
答
は
、
「
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
上
げ
、
よ
り

よ
い
人
材
を
採
用
し
、
労
働
生
産
性
を
上
げ
、

他
社
と
の
競
争
に
勝
つ
た
め
」
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
（
フ
ェ
ー
ガ
ン
＝
ワ
ー
ド
、
二
〇

〇
三
）
。 

 

つ
ま
り
、
非
典
型
労
働
形
態
は
、
労
働
条

件
さ
え
整
え
ば
、
労
働
者
に
と
っ
て
も
メ
リ

ッ
ト
を
も
た
ら
す
。
そ
こ
で
多
く
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
国
で
は
、
企
業
の
要
請
に
合
わ
せ
て
、

規
制
を
ゆ
る
め
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
の

諸
権
利
に
雇
用
形
態
間
の
差
を
な
る
べ
く
設

け
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
（
就
業
形

態
の
選
択
肢
が
広
が
る
と
い
う
意
味
で
）
生

活
者
に
も
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
な
労
働
法

制
を
整
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
シ
ュ
ー
マ
ン

＝
シ
ュ
ー
マ
ン
、
二
〇
〇
三
）
。 

 

少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
若
年
労
働
者
が

急
速
に
減
少
す
る
日
本
の
二
一
世
紀
を
展
望

す
る
と
、
パ
ー
ト
労
働
を
ど
の
よ
う
に
労
働

市
場
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
が
、
企
業
の
人

材
活
用
に
お
い
て
も
ま
た
、
組
合
が
組
織
率

の
低
下
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、
鍵
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 
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